
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．スマート農業技術の開発・実証
○ 実⽤化・量産化の⼿前にあるロボット・ＡＩ・ＩｏＴ等の先端技術を、⽣産現
場において、⽣産から出荷まで⼀貫した体系として導⼊・実証し、経営効果を明
らかにする取組を⽀援します。
また、農業者の主体的な参画を得て、⽣産現場が抱える課題の解決に必要な
要素技術を現場に導⼊し、技術・経営の効果を実証する取組を⽀援します。
併せて、スマート農業と連携しつつ、栽培体系の⾼度化等を図るための⽣産・加
⼯・流通関連技術の開発を⽀援します。

２．データ分析・解析を通じた技術の最適化
○ （国研）農業・⾷品産業技術総合研究機構が、実証計画やデータ収集等へ
の助⾔・指導や、収集したデータを基にした技術⾯・経営⾯からの分析・解析を
⾏います。また、これらの分析・解析結果を踏まえ、先端技術の導⼊による最適な
技術体系を検討し、情報提供を⾏います。

＜対策のポイント＞
国際競争⼒の強化に向け、近年、技術発展の著しいロボット・ＡＩ・ＩｏＴ等の先端技術を活⽤した「スマート農業」の社会実装を加速化するため、先端
技術を⽣産から出荷まで⼀貫した体系として速やかに現場に導⼊・実証する取組等を⽀援します。
＜政策⽬標＞
⽣産額を１割以上増加⼜は⽣産コストを２割以上低減させる技術体系を確⽴［平成32年度まで］
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＜事業の流れ＞

⺠間団体等

委託
先端技術導⼊による最適な技術体系を確⽴

耕起・整地 移植・直播 ⽔管理 栽培管理 収穫経営管理

⾃動⾛⾏トラクタ ⾃動⽔管理システム ドローンを活⽤した
リモートセンシング

⾃動運転⽥植機 収量コンバインによる
適切な栽培管理

見える化

経営管理システム

スマート⼀貫体系のイメージ（⼤規模⽔⽥作）

リモセン

収穫ロボット

⾃動給餌器による⺟豚飼養管理の省⼒化

要素技術の例

ドローン等を活⽤した作物⽣育、環境情報のセンシング

⾃動⾛⾏トラクタによる有⼈機・無⼈機の協調作業
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［お問い合わせ先］農林⽔産技術会議事務局研究推進課（03-6744-7043）


